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夢み這うき’「みなみそうま九条の会｣会報No4 2
侍らきち）

‐ ロ （旧・はらまち九条の会）福島県南相馬市
2025(令和7)年10月1日（水）発行

野ぢみ芒うぎ九条の会は、戦争放棄の憲法9条を守り、永久に『戦争を
しない国・日本」であることを願い、「鈴木安蔵の出身地の九条の会」を誇り

に活動する自由な市民の会です。支持政党や宗教を問わず、何の拘束もなく、

匿名でもご入会ください。■結成は2005年12月7日、今年20周年に6会員

は南相馬市を中心に335名。■会費は年千円。会報を季刊で発行しています。
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本会設立20周年記念事業『私の戦争体験』を出
12月7日に「憲法学習会」開催を予定

○今年2025年は、昭和元年から100年、アジ

ア太平洋戦争の終結から80年、そして何より私た

ち「みなみ差う琴九条の会（旧・は局きち九条の

会)」が設立した2005 (平成17)年12月7日から

数えちょうど20年を迎えます。

○そこで「設立20周年記念事業」として、20年

間の会報『九条はらまち』に掲載してきた特集「私

の戦争体験」52名の集録集を出版、さらに「憲法学

習会」の開催（会報他428参照）も計画しています。

○集録集はA4判で120ページ、発行日は12月

7日、出版経費は会の記念事業なので会の会計から

支出し、販売益金は会の会計収入とします。

○できるだけ各図書館や学校などに寄贈し、広

く読んでいただけるように努めます。

｢みなみそうま九条の会」設立20周年記念

桑の滅手体験’
－80年前、南相馬市でも

戦争がありました一

2025. 1 2. 7

みなみそうま九条の会

･･－．．－．．－ 鯵「戦争体験」を掲載されている方々と主な体験 く敬称略＞ 診 …-．．－．．－

1．早坂吉彦2.鈴木丑太郎3．星千枝4.相良利信5.佐々木孝6．遠藤昌弘7.佐藤ヒロ子！
8．松本道子9・菅野清二10.中野目利次11.荒功雄1＆ 佐藤邦雄_13.金井武14.石塚京子i
l5・門馬政彦16．阿部信子17．鈴木千代子18．塙 満19．西内眞介20.但野博貞21.山田1

禎春22．八牧美喜子23．大槻明生24．高橋正彦25．鈴木増子26．大槻千鶴子27．布川雄幸i

28 荒木貞夫29 （匿名）30.（匿名）31 大原尚子32.佐藤喜代子33‘朝倉悠三34 西：
牧敬子35．山崎ハル36．羽根田ヨシ37．日高美奈子38．志賀五三三39．岡実40．荒；
重富茂41．八牧将勝42．青田勝彦43．菊地ミチ子44．吉田信雄45．山城雅昭46．青田誠之！

47．木村栄子48．野村靜子49．栗村和夫50．諸井時男51．渡部幸一52．若松蓉子

◆80年前、1945（昭和20）年の原町空襲に遭遇したこと、満州や中国での生活、満州から引揚げi

の逃避行、勤労動員中のこと、広島長崎での被爆など、生死に関わる重い体験が綴られています。：
,.､-.......｡……..､-......-‘..…..､-...-..-....…..｡....｡…..｡-......-...,...........….…..､-.......-..-...…_‘...｡......……-...-.........,-...…..､-.,.....-.......……...i

○＜上表＞の『私の戦争体験』52名には冊子を進呈いたしますが、このうち35名がすでに鬼籍
に入られております。できるだけご家族にお届けしだいと相談しています。

○販売は1冊1, OO0円で、原町区三島町おおうち書点(TELO244-22-4403)でお求めください。

あるいは、お知り合いの事務局員にお申し出ください。郵送の場合は+500円（切手可）です。
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○これは今年2025年8月13日付『福島民報』に掲載された会員若松蓉子
さんの戦争体験 「戦後80年つなぐ福島から」です。

○原町飛行場の若い特攻隊員のことや原町空襲のこと

など、これからも伝えていきたい貴重な戦争体験です。
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葉
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め
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落
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れ
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。
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瓦
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。
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仲
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９
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襲
で
標

的
に
さ
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双
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外
国
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地
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け
込
め
る
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日
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語
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都
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と
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校
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換
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